
　　

全国空き家相談士協会認定 空き家相談士（2）第００１３８２号 鈴木慎一

　8月より売買営業部に入社いたしました、両角淑子と申します。
７月にいわき市に引っ越してきたばかりで、文字通り右も左もわかりま
せんが、いち早く道を覚えて、お客様と地域に貢献できるように精進
してまいります。何卒よろしくお願いいたします。

<売買営業部：両角　淑子(モロズミ　ヨシコ　)>

第233号

朝の風は日に日に涼しくなり、日脚も短くなっていくのを感じるこの頃で

す。先日、地元の花火大会がありました。毎年、「見に行きたいな～」と思

いつつも、「行くのは面倒だから、まあいいか～」と思い、結局自宅で過ご

していました。

花火の開始時間になり、「ドーン」という音が聞こえてくると、やっぱり花火

が気になって仕方がなくなり、2階へ駆け上がりました。最初のうちは、少

し間隔を空けながら花火が打ち上がっていました。そのうち、私の感覚で

は5分ほど花火が上がらなかったので、「もう終わりかな」と思い、1階に

戻って洗い物をしていると、また「ドーン」と音がしました。

「見逃してはなるものか」と慌てて2階へ駆け上がり、今度は最後まで見る

ことができました。誰かに見られたら恥ずかしい、一人でドタバタの花火大

会でした。毎年、盛大になっているようなので、来年こそは、ぜひ会場に

行って、飲み食いしながら、ゆっくりと花火を眺めたいと思います。

9月1日は「防災の日」です。1923年9月1日に発生した関東大震災にちなんで制定さ

れたことをご存じでしたか？また、9月1日頃は台風が多い時期でもあることから、

防災について考える日として定められました。地震や台風、大雨など、災害はいつ

起こるか分かりません。そこで、この機会にご家庭の防災グッズを見直してみては

いかがでしょうか。飲料水や非常食、懐中電灯、モバイルバッテリー、救急用品、

簡易トイレなど、必要なものを少しずつ準備しておくと安心です。
「防災グッズは準備してある」という方も、電池切れや非常食の賞味期限などを確認
してみましょう。防災の日をきっかけに、ご家族で避難場所や連絡方法も確認して、
「もしも」の時に備えてみてはいかがでしょうか。

㈱いわき土地建物では、いわき市内で
空家や空室、空地の管理を承っております。

空家、空地のお悩み、ございませんか？

㈱いわき土地建物売買部

一言コラム 」

「防災の日をきっかけに、もしもの備えを」

※2021年10月及び2023年9月付け
国内最大手企業調査会社による
2018年から2022年の福島県内不
動産代理・仲介業者282社中。

売買部：満山 ひろみ


